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島根県美都町北東部三郡変成岩中の淡紅色緑簾石
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　　Pink－colored　epidote　from　the　Sangun　metamorphic　rocks

in　the　northeastem　part　of　Mito－cho，Shimane　Prefecture，Japan

Atsuhiro　SHINGu，Masahide　AKAsAKA　and　Yoshiaki　YAMAGucHI

　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstra6t

　Pink－colored　epidote，from　the　Sangun　metamorphic　rocks　in　the　northeastem　part

of　Mito－cho，Shimane　Prefecture，was　described．

　This　mineraHorms　thin　layer，1ens　or　veinlet　in　the　pelitic　schist．It　occurs　as

euhedralt・subhedralcrystalsupt・ab・utO．8mml・ng．ltisslightlyreddishunderthe

microscope　and　pleochroism　is　not　distinct．It　is　optically　biaxial　negative，2V（meas）ニ

74～790。It　shows　complex　zonal　stmcture，sector　zoning　and　parallel　intergrowth

composed　of　relatively　Fe－rich　and　A1っoor　epidote　and　Fe－poor　and　Al－rich　one．

The　pistacite　component　varies　from12．3to19．1mo1％．This　mineral　contains　Mn　as

Mn203up　to　O．77wt。％．According　to　the　thermal灸nalyses，it　dehydrates　at932and

973℃．Unit－cell　parameters　calculated　from　the　X－ray　powder　diffraction　patterns

are：α＝8・884（4），6＝5．615（3），6＝10。153（5）A，β＝115．41（2）o，V＝457．4（4）A3．

は　じ　め　に

　新宮ほか（1989）は，島根県西部に位置する美濃郡

美都町板井川地域の三郡変成岩中からバラ輝石を主な

鉱石鉱物とするマンガン鉱石が新たに見いだされたこ

とを報告した．その後，マンガン鉱床周辺の変成岩中

から淡紅色を呈する緑簾石の産出を認めたので報告す

る．国内の淡紅色緑簾石については，兵庫県山中鉱山

産のものが吉村・桃井（1963）によってウイザマイト

（Withamite）として報告され，また，淡紅色クリノゾ

イサイトである斜桃簾石については，TAKEsHITA　and

MATsuMoTo　（1979）や竹下ほか（1989）などの報告

があるが，三郡変成岩からの淡紅色のクリノゾイサイ

トー緑簾石系鉱物の産出については，本報告が初めて

のものとおもわれる．
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地　質　概　説

　美濃郡美都町から那賀郡三隅町にかけての地域（第

1図）には，三郡一中国帯（西村ほか，1977）に属す

る三郡変成岩からなる三隅層群が分布する（岡村ほ

か，1975）．三隅層群は見かけ上の下位から都茂累層，

二川累層，黒沢累層の三層に区分される．都茂累層

は，美都町都茂付近を中心に分布し，主に粘板岩，砂

岩起源の片岩，準片岩からなる．二川累層は，美都町

北東部に分布し，主に泥質片岩，砂質片岩，緑色片岩

よりなり，少量の珪質片岩を伴う．黒沢累層は，主に

泥質片岩，砂質片岩よりなり，三隅町地域に広く分布

してし・る．

　淡紅色緑簾石は板井川地域の二川累層から産出す

る．調査地域の地質図を第2図に示す．本地域は，

チャートラミナイト（吉田，1981）を起源とする泥質

片岩を主体とし，珪質片岩および緑色片岩を伴う．こ

れらの結晶片岩には，ホルンフェルス化が認められる

が，これは，北方と東方約1㎞の地点に貫入している
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白亜紀深成岩類による熱が原因と考えられる．

　地層の一般走向は東西方向で，北に傾斜するが，北

北西から南南西方向の北西へ傾斜した軸を持つ向斜構

造が認められる．向斜軸付近では，走向傾斜が著しく

乱れる．

　向斜軸周辺には安山岩質貫入岩類が分布する．山頂

部に位置する最上部の珪質片岩中にはマンガン鉱床が

胚胎する（新宮ほか，1989）．

産状と光学的性質

　淡紅色緑簾石は，二川累層の泥質片岩中に淡紅色の

薄層，レンズあるいは脈として産出し，珪質片岩，緑

色片岩，安山岩質貫入岩類からは産出しない．第2図

にこれまでに確認している淡紅色緑簾石の産出地点を

示す．母岩である泥質片岩は比較的石英に富み，石英

の多い部分は数cm程度のレンズ状の集合体を形成して

いる．片理の発達は悪く，全体的に岩相変化に乏し

い．局所的に石英脈，方解石脈が多い部分もある．本

研究で詳細に検討したのはNα88042604の地点で採集し

た試料である．

　淡紅色緑簾石は，最大約0．8㎜程度の自形～半自形

で，包有物を多く含む．鏡下ではやや赤みがかってい

る程度で，多色性ははっきりしない．複雑な累帯構造

や砂時計構造が見られる（第3図A）．また，平行連晶

状の構造も見られる（第3図B）．光学性は負，光軸角

は2Vニ74～79。で，緑簾石の値の範囲におさまり，

吉村・桃井（1963）による山中鉱山産ウイザマイトの

値とも一致する．

化　学　分　析

　淡紅色緑簾石の化学組成を検討するために，JEOL

JXA－733マイクロプローブアナライザーによって分
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第1図
　1，沖積層2，古第三紀火山岩類3，古第三紀花崗岩類4，閃緑岩類5，白亜紀花崗岩類6，白亜紀火山

　岩類7，鹿足層群8～11，三郡変成岩類（8，泥質片岩9，砂質片岩10，珪質片岩11，緑色片岩）12，断層
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第2図　調査地（板井川地域）の地質図（新宮ほか

　（1989）を一部修正）

析した．加速電圧は15kV，試料電流は0．02μAの条

件である．

　第1表にEPMA分析結果を示す．分析点A1～7

の位置を第3図Aに，分析点B1～10を第3図Bに示

す．構造式ではMnがAl，Fe3＋とともに6配位席を占め

ていると考えると都合がよいので，Mn3＋として示す．

　砂時計構造をしている淡紅色緑簾石では，Feのよ

り多いセクターと少ないセクターに分かれており，ビ

スタサイト（Ps）成分が4mol％程度異なるが，

MnやMgの含有量には傾向が見られない．また，平

行連晶状の構造を示すものも，Feのより多い部分と

少ない部分からなり，両者のPs成分の差はやはり4

mol％程度である．

　Mn含有量は全MnをMn203としても0．8wt．％以

下であり，山中鉱山産のもの（MnO＝1．08wt．％）よ

りさらに少ない．

熱　分　析

第3図 淡紅色緑簾石の反射電子像写真

白線の長さは100μm

A　砂時計構造の淡紅色緑簾石

　点1～7は分析値A1～A7の分析位置
B　平行連晶状の淡紅色緑簾石

　点1～10は分析値B1～B　lOの分析位置

淡紅色緑簾石の含水量を決定するため，島津熱分析
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第1表　淡紅色緑簾石の化学組織

A1 A2 A3 A4 A5 A6 A7 B1 B2

SIO2　　37．21
Tう02　　 0．17

A1203　26．08
Fe20a取　7．56
Mn203章章0．59
MgO　　　O．31
CaO　　　21．75

Na20　　　0．05

K20　　　0．03

38．53
0．13

26．51
　7．99

　0．48

　0．24

23．72
　0．05

　0．00

Tota1 63．75‘97．66’98．37

38．49
0．16

25．44
9．46

　0．68

　0．35

23．72
　0．04

9．02

38　36　　38．70

0　06　　0．14
25　12　　27．14

9　50　　7．48
0　77　　0．74
0　37　　0．26

23　60　　23．39

　0　04　　0．04
　0．02　　　0102
97．8567．91

38．27
0．13

25．63
9．01

　0．46

0．35

23．72
　0．04
．0．03

38．50　　39．02　　38．86

　0．14　　0．10　　0．15
27．08　　28．05　　26．76
　7．76　　　6．53　　　8．13

　0．49　　　0．51　　　0．33

　0。25　　0．15　　0．28
23．63　　23．50　　23．53
　0．04　　　0．04　　　0．04

　0．．02　　　0．g4　　　0．02

97．62　　97．91 97．94　　98．12

Cati　ons　per　12．5　0xygens

Si

Al
Ti
Fea幸

Mn
Mg
Ca
Na
K

3　028　 3．022
2　501　　2．450

0　010　　0．007
0　463　　0．471

0　036　　0．028
0　037　　0．028－

1　896　　1．994

0　008　　0．007
．．0　003　　0．000

3．018　　3　026

2．351　　2　336

0．009　　0　003

0．558　　0　564

0．040　　0　046
0．041　　0　043

1．993　　1　995

0．006　　0　006

0．QO1　00Ω1

3．021　3
2．497　2
0．008　　0

0．439　　0

0．043　0
0．030　　0

1．956　2
0．006　0
0．001　0

017
381
007
534
027
041
003
005
002

7．982　 8．007　 8．017　 8．020　 8．001

3．008　　3．029　　3　028

2．494　　2．566　　2　458
0．008　　　0．006　　　0　　008

0．456　　0．381　　0　477

0．028　　0．030　　0　020

0．028　　0．017　　0　032

1．978　　1．954　　1　964

0．006　　0．005　　0　006
0！002　　、Ω．003　　0　002

8．017　　8．008　　7．991 7．995

×p8琳串謝　0．154　　0．159　　0．189　　0．191 0．147 0．182 0．153 0．128　　0．161

B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 B10

Sio2　　39．15
Tう02　　　0．07

A1203　28．27
Fe203廓　6．31

Mn203＊串0．65
MgO　　　O．17
CaO　　　23．18

Na20　　　0．04

K20　　　0．02

38．77
　0．09

26．68
8．02

0．33
0．26

23．62
0．05
0．02

38．95
　0．13

26．78
8．15
0．33
0．26

23．34
0．04
0．02

39．07　　38．45　　38　50
　0．09　　　0．04　　　0　07

28．35　　26、65　　28　06
　6．28　　　8．19　　　6　71

　0．50　　　0．38　　　0　42

　0．14　　0．29　　0　20
23．37　　23．61　　23　58
　0．03　　　0．05　　　0　03

　0．03　　　0．02　　　0　02

38．08　　38　26

0．18　　0　19
26．55　　27　83

8．55　　6　55
0．32　　0　32
0．35　　0　23

23．28　　23　61

0．03　　0　05
0．02　　0　03

To七a1　97．86　　97．84　　98．00　　97．86　　97．68　　97．59　　97．36　　97．07

Cat　i　ons　per　12．5　0xygens

Si

Al
T笥

Fe3中
Mn3←

Mg
Ca
Na
K

3
2
0
0
0
0
1
0
0

037
584
004
368
038
020
926
006
001

3
2
0
0
0
0
1
0
0

030
458
005
471
019
030
978
006
001

3．036
2．460
0．007
0．478
0．019
0．030
1．949
0．006
0．001

3
2
0
0
0
0
1
0
0

030
591
005
366
029
016
942
005
002

3．015
2．463
0．002
0．483
0．022
0．034
1．983
0．007
0．002

3
2
0
0
0
0
1
0
0

003
580
004
394
024
023
971
005
001

2．997
2．463
0．010
0．506
0．019
0．041

1．963
0．005
0．001

3
2
0
0
0
0
1
0
0

001
573
010
386
019
027
984
006
002

7．984　　7．998　　7．986　　7．986　　8．011 8．005　8．005　8．008

×P8 0．123　　0．160　　0．162　　0．123　　0．163　　0．131 0．169　　0．130

＊

＊＊

＊＊＊

To’しal　Fe　as　Fe203
To七a　l　Mn　as　Mn203
Xp8ニFe3幸／（A1＋Fe3卓＋Mn）
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第4図 淡紅色緑簾石のDTA，TG曲線
加熱速度　10℃／min，Pt／Pt－13Rh熱電対

13のの．の（TEMP）

装置DT－40・DTGシステムを用いて，示差熱分析・熱重

量測定を行った．

　粉砕した試料を60＃（0．25mm）のふるいにかけ，双眼顕

微鏡下で分離し，純粋な試料を得た．18．75㎎の試料を10

℃／minの昇温速度で，1200℃まで過熱した．

　分析結果を第4図に示す．吸熱ピークが，504，790，

932，973，1199℃に見られる．504℃の吸i熱ピークは，こ

れまでのデータ　（MAcKENzIE，1957；SMYKATz－KLo－

ss，1974）を検討したが，該当するものがなく，0．64

wt．％の減量がおこっていることから，淡紅色緑簾石

中の包有物によるものと考える．790℃の吸熱ピーク

の原因は不明である．減量はおこっていない．1199℃

の吸熱ピークも今のところ原因がはっきりわからない

が，減量が起こっていないことから，淡紅色緑簾石の

脱水によるピークでないことは明らかである．過熱

試料のX線粉末回折線より，ほとんどがtransition－

al　anorthiteであることから，anorthiteの転移に関係

したものである可能性がある．吸熱ピークと減量の関

係から，932および973℃のピークが淡紅色緑簾石の

脱水によるものであることがわかる．MACKENZIE

（1957）は，938および987℃に緑簾石の吸熱ピークが

生じることを報告しているが，今回の結果は，これと

一致する．ゾイサイトでは938～998℃に1本の吸熱

ピークしか生じないのに緑簾石では2本の吸熱ピーク

が現れる原因については，MACKENZIEが少量のゾイ

サイトのためではないかと述べているが，わかってい
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ない．吸着水による減量0．46wt．％と，包有物による

減量0．64wt．％を試料の重量から差し引いて淡紅色緑

簾石の含水量を求めると，1．82wt．％となり，98wt％

前後を示すEPMA分析結果と調和的である．

第2表

　　　　　　　　X線粉末回折

熱分析試料について，X線粉末回折を行った．シリ

コンを標準にして補正した結果を第2表に示す．

　（113），（020），（120），（311），（202），（104），（203），

淡紅色緑簾石のX線粉末回折線

（CuKα，30kV，15mA）
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（400），（406）の反射を使用して格子定数を測定した

結果，α＝8．884（4），6＝5．615（3），6＝10．153

（5）A，β＝115．41（2）。，V＝457．4（4）A3，

の値を得た．X線粉末回折線および格子定数はFeの

比較的少ない緑簾石のものに近く，山中鉱山産のウイ

ザマイトとほぼ同じ値である．

議論とまとめ

　Ca2A13Si3012（OH）（clinozoisite）一Ca2Fel＋Si、O、、（OH）

（pistacite）一Ca2Mnl＋Si30、、（OH）（piemontite）系の鉱物

は，Al，Fe3＋，Mn3＋の含有量によって色，光学性，格

子定数などの諸性質が変化する．このグループの

中で，淡紅色～紅色を呈するのは一般に紅簾石

（piemontite）と呼ばれるMn3＋に富む種類であるが，

Mnに乏しくAlに富むクリノゾイサイトや，Feに富

む緑簾石が淡紅色を呈する場合がある．淡紅色を呈す

るゾイサイトが桃簾石と呼ばれることから，淡紅色の

クリノゾイサイトも桃簾石（斜桃簾石）と呼ばれるこ

とが多い（例えばTAKEsHITA　and　MATsuMoTo，1979

など）．しかし，竹下ほか（1989）は，淡紅色を示す二

軸性正のクリノゾイサイトから二軸性負の緑簾石まで

を斜桃簾石としている．また，BREwsTER（1825）の命

名によるウイザマイトはHUTTON（1938）によって

Mnの少ない紅簾石であることが明らかにされたた

め，現在ウイザマイトという鉱物名は使用されない．

以上のように，色・光学性・化学組成による鉱物名に

は多少混乱があるので，本論で記載した淡紅色を呈す

る緑簾石族鉱物には桃簾石，ウイザマイトという鉱物

名を用いない．本鉱物は，化学組成，格子定数から緑

簾石とよぶのが妥当と考え，紅簾石ではなく淡紅色緑

簾石と記した．

　二川累層の珪質片岩中にはおもにバラ輝石，スペサ

ルティンからなるマンガン鉱床が存在する（新宮ほ

か，1989）が，今回報告した泥質片岩中の淡紅色の脈

あるいはレンズはMnがきわめて少ない淡紅色緑簾石

の濃集部であったことは興味深い．

　兵庫県山中鉱山産ウイザマイトは，変質安山岩中に

脈または斑点を成して産出し，マンガン鉱化作用に先

行する熱水期に母岩の変質と同時に生成したと考えら

れている（吉村・桃井，1963）．また，長崎県五島中通

島の桃簾石は，貫入岩の影響をうけた珪長質火山砕屑

岩中に産出し，緑簾石が熱水条件下で桃簾石に変化し

たと考えられている（TAKEsHITA　and　MATsuMoTo，

1979）．

　本論では，淡紅色緑簾石の成因を解く十分なデータ

を得ていないが，小林・渡辺（1985）は，本地域の三

郡変成岩類が白亜紀酸性深成岩による熱変成作用を受

けており，泥質岩には一般に黒雲母，白雲母，緑簾

石，ザクロ石，斜長石などが形成されていると述べて

いる．淡紅色緑簾石も産状から同様の成因が考えられ

る．しかし，本地域に分布する小規模の貫入岩の影響

がないかどうか，検討を要する．
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